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S10 敷図麻実 事車場を中心とした浅海生態系の管理方
式の検討

自車場を含めた浅海は、重要な沿岸減生態系で、水産業ばかり
ではなく、身近な環境としても価値が再認織されはじめている。し
かしその一方で漢場の破旗や喪失は続いており、議場を今後ど
う保全するのかが諌題となっている。その際には、手を触れない
保護ではなく、議場の持続可能な利用が望ましいが、事車場の保
全が主張される一方で、現在その具体的な方法論は十分自民論さ
れているとは言えない。
そこで、議場を含む浅海生態系の管理に、.近注目されてい
るエコシステムアプローチを導入すること、つまり沿岸域における
fエコシステムマネジメントjの実現を提唱したい。エコシステムア
ブローチは、人間活動も含めた生態系は絶えず変化し、そのす
べてを人聞は理解できないが、科学的な知見に基づき、モニタリ
ングしながら順応的に利用や管理することが必要であると言う前
提に基づいている。
その際には、生鎗系が常に変化し、また利用や管理する側
の着車場に関する「知由民j も変化することを前提に、管理シ
ステムも変化させるアダプティプマネジメント(順応的管
理)が必要である。それは、属定した管理方式ではなく、
変化に対応できる「柔軟な管理jである。
そして、それを可能とするには、管理の仕組みを常に更
新する必要性から、新たな管理システムの創造、つまり知
織を創造することも視野に入れる必要がある。その結果、
管理システムは、単に生物としての議場の管理から、管理
のシステム自体を創造するナレッジマネジメントへ発展す
るだろう。その際には、科学的な知織以外の行政的知機や
地域の生活知(市民知)も含めて、多様な知置院の自民合によ
る沿岸域管理システムを創造することが穣題であろう。
それが漢織を含めた浅海生態系の管理の管理を実現する。
(金沢工業大学環境システム工学科)


